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注 意 事 項 

 
１ 試験開始の合図があるまでこの冊子を開いてはいけない。 

 
２ 解答は必ず解答用紙の所定の欄に記入すること。 

所定の欄以外に記入したものは無効である。 
 
３ 解答用紙は持ち帰ってはいけない。 

 
４ 問題冊子及び下書き用紙は持ち帰ってよい。 

 
５ 解答にかかる前に必ず受験番号を記入すること。 
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次の課題文を読んで設問に答えなさい。 

 

 明治 5 年（1872）に海軍軍医として海軍病院に勤務してから，兼寛注１）は，病院内に脚気
か つ け

患者がき

わめて多いことに気づいていた。故郷の穆佐
む か さ

村でも鹿児島でも，その病気にかかる者はいたが，海軍

病院の病人の数は比較にならぬほど多く，ほとんど半数近くが脚気患者であった。（中略） 

 脚気は江戸時代でも多くみられ，足がはれるのが特徴であることから，中国ではこの病いを脚気―

キャクキと称していた。日本では脚 病
かくびょう

または脚
あし

の気
け

と言われていたが，いつの間にか脚気
か つ け

と称される

ようになった。 

 症状は足がだるく疲れやすい。手足がしびれ，動悸がし，食欲不振におちいり，足がむくむ。さら

に病勢が進むと歩行も困難になって視力も衰え，突然，胸が苦しくなって心臓麻痺を起して死ぬ。灸
きゅう

，

鍼
はり

，湯治
と う じ

などの療法が行われたが効果はなく，寺や神社に祈願するだけであった。 

 江戸時代には上下の差なく罹病し，元禄年間では江戸で大流行をしたため「江戸わずらい」と俗称

された。特徴として江戸をはじめ大阪，京都などの都会に病人が多く，激症脚気の流行した京都では，

短期間に死ぬので「三日坊」とも言われた。医師はなすすべもなく，将軍家でも三代家光，十三代家

定，十四代家茂が，重症の脚気にかかり，心臓麻痺で死亡している。 

 日本に来た西欧の医師は，風土病の一種というだけで，その原因は不明だ，と言っていた。（中略） 

 兼寛は，情熱をいだいてこの大問題に取組んだ。 

 まず，明治 11 年（1878）から全海軍の統計調査が行われ総人員と脚気患者数と死亡者数の対比が記

録されているのを知り，それに眼を通した。 

 そこには，恐るべき数字がみられた。明治 11 年には海軍の総兵員数は 4,528 名であったが，脚気患

者は 1,485 名にものぼり，それは，総人員の 32.8％にあたっている。死亡者数は 32 名。ついで，明

治 12 年には兵員数 5,081 名中患者 1,978 名。13 年が 4,956 名中 1,725 名，14 年が 4,641 名中 1,163

名。11 年から 14 年までの 4 年間の死亡者数は 146 名に達していた。（中略） 

 彼は，茫然としながらも調査を進めた。 

 まず，発病と季節の関係について調べてみた。 

 脚気は晩春から夏にかけて発病すると一般に言われているが，たしかにその傾向が海軍の患者発生

状態にもあらわれていた。とは言え，秋や冬にも発病する者がいて，季節と関係がありそうには思え

たものの，それがすべてではないと考えた。 

 ついで，患者の配属部署について克明に調べ，それが，何らかの関係があるかをさぐってみた。艦

船に乗組んでいる者と地上勤務で兵舎で起居している者とに大別されるが，どのような艦船にも兵舎

にも同じ率で発生していることが明らかになった。さらに，艦または船のどの部分に配属されている

かによって患者発生数に差があるかを追及し分析してみたが，これも差はなかった。（中略） 

 彼は，あらためて海軍全体の脚気発生状況と食事との関連に焦点をしぼって，徹底した調査に取り

組んだ。 

 海軍病院に入院している脚気患者が水兵にかぎられ，士官がきわめて少ないことに，彼は注目した。 
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脚気の原因が食事にあるのではないかと思いはじめていた彼は，その現象が水兵と士官の摂取する食

物の質の差にあるように思えた。（中略） 

 彼は，水兵が口にする食物を見てまわり体調をたずねたりした。その結果，水兵の摂取する食物が

きわめて粗末であるのを知った。 

 水兵たちは米飯を多くとり，副食物はわずかであった。地方出身者が多い水兵たちは，幼い頃から

雑穀を食べるのになれていたので，海軍に入って白米を口にできるのを等しく喜んでいた。（中略） 

 彼は，水兵の摂取する食品の分析を精力的に推しすすめ，その結果，脚気患者が多く出る艦船や兵

舎の水兵の食物は，蛋白質がきわめて少なく，それに比べて含水炭素注２）がはるかに多いことをつき

とめた。蛋白質は肉類に多くふくまれ，含水炭素は水兵たちの食事の場合，米飯に相当する。その適

正な含有比率は，窒素１に対して炭素 15 であるとされているが，脚気患者の多発する所の食物の比率

は 1 対 28 から 30 にも達していた。 

 この食品分析によって，蛋白質が少なく含水炭素が過多である場合に脚気におかされるという確信

をいだいた。 

 

（出典：吉村昭 著 「白い航跡（下）」講談社文庫（2009 年）より抜粋，一部改変） 

 

＜語句注＞ 

注１）兼寛：高木兼寛 (1849〜1920), 医師，東京慈恵会医科大学創設者。江戸幕府が設立した機関

『開成所』にて西洋医学を学んだ。 

注２）含水炭素：炭水化物の旧名。 

 

 

問１. 下記の表における 空欄Ａ〜Ｄにあてはまる語句，または数値を答えなさい。 

 

 海軍総兵員数 Ａ Ｂ 死亡者数 

明治 11 年 4,528 1,485 32.8 

Ｄ 
明治 12 年 5,081 1,978 38.9 

明治 13 年 4,956 1,725 Ｃ 

明治 14 年 4,641 1,163 25.1 

 

 

問２. 兼寛が，脚気の原因をつきとめるために調べた項目を 3 つあげ，それぞれについて内容

を要約しなさい。 

 

 

問３. 課題文にある兼寛の行動や考えから，あなたが学んだことや，看護師になった時に活か

したいことを 300 字以内で記述しなさい。 
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問１ 

 

Ａ （                           ） 

 

Ｂ （                           ） 
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 Ｄ （                           ） 

 

 

 

問２ 

 

 １．項  目（                       ） 

 

   内容要約：                                      
 
                                              
 
                                              
 
                                              
 
                                              
 
 ２．項  目（                       ） 
 

   内容要約：                                      
 
                                              
 
                                              
 
                                              
 
                                              
 
 ３．項  目（                       ） 
 

   内容要約：                                      
 
                                              
 
                                              
 
                                              
 
                                              
 
 
 

問３の解答欄は裏面 
  

小  論  文  Ａ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３（横書き） 

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採
点
欄 

問 １ 問 ２ 問 ３ 合  計 

    

 

300 

100 

200 

（300 字） 




